
１．はじめに

紀北西道路岩出 IC Dランプ橋上部工事は、紀
北西道路のうち岩出根来 ICの下りオフランプの
橋梁であり、最小半径５０mの平面線形を有する
連続箱桁橋である。
工事概要
�１ 工 事 名：紀北西道路岩出 IC Dランプ橋上

部工事
�２ 発 注 者：国土交通省 近畿地方整備局
�３ 工事場所：和歌山県岩出市根来地先
�４ 工 期：２０１４年５月８日～２０１５年６月３０日
�５ 橋梁形式：鋼５径間連続非合成箱桁橋
�６ 橋 長：１９０．０m
�７ 支 間 長：３９．０m＋１９．０m＋３９．０m＋３９．０m

＋５４．０m
�８ 平面線形：A＝４５m、R＝５０m、A＝５０m、

R＝８００m
�９ 工事範囲：桁架設、床版、壁高欄、付属物

２．現場における問題点

�１ 鋼桁の平面出来形
本橋の架設工法は、５５０t 吊オールテレンクレー
ンを用いたトラッククレーンベント工法で、架設
上の最大の課題は曲線橋の平面出来形の管理であ
った。
鋼橋架設における橋桁の平面出来形管理は、架
設時に支点間ごとに桁中心をトランシット等で視
準し、架設するブロックの先端において桁中心と
視準線とのズレを管理する手法が一般的に用いら
れる。
しかしながら、本橋は平面線形が最小でR＝５０
mのため、支点間を結ぶ視準線は桁ブロックか
ら飛び出した位置となるため、一般的な管理方法
の適用が困難であった。
�２ キャンバー管理の問題点
工事概要に示すとおり、本橋は不等径間の１主
桁連続箱桁橋であり、鋼桁架設時のキャンバー管
理には次の問題点があった。
①他工事との施工ヤードの調整により、架設順序
はA１からA２への一方通行で限定された。
②ヤード調整により、ベント設備は図―２に示す
位置に限定された。なお、P４～A２は先述の
洞尾川があり、A２と洞尾川の間は山斜面のた
め、最大支間長の径間に P４直近とA２直近の
２基しかベントを設置できなかった。
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図―１ 橋梁平面図
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③他工事との工程調整により、A１～P３のベン
ト設備は鋼桁が P３に到達した時点で解放しな
ければならなかった。

３．工夫・改善点と適用結果

�１ 架設時の平面出来形管理手法
本工事における曲線橋の平面出来形の管理につ
いて、以下の工夫を実施した。
①架設時にトランシットの視準線と桁位置を比較
するために、長尺定規を改良して直接的かつ数
値により通りを管理した。この時、架設ブロッ
クの先端は連結板等が支障となったため、先端
部に近い格点部に定規を設置した（図―５）。
②仮組形状の正確な再現のために、仮組立時の
データを管理値として、上下フランジの端部で
ジョイントの隙間を計測管理した。
③各径間の架設完了ごとにトータルステーション
により支点と格点の座標を計測し、平面形状の
出来形確認を行った。
なお、架設中は各支点部に水平ジャッキ、ベン
ト部にはレバーブロックを設置し、随時平面線形
を調整しながら架設を進めた。
以上の管理手法により、鋼桁の平面出来形は、
規格値３１mmに対して６mmの誤差（P４～A２
支間部）であり、国交省の規格値を充分満足する
ことができた。また、格点位置の座標計測結果の
誤差は１０mm以下であり、設計通りの平面線形を
実現することができた。
本工事では、鋼桁架設における出来形管理の社
内管理値を国交省規格値の８０％に設定していたが、
支間長・全長を含む全ての平面出来形において社

内管理値の５０％以内（国交省規格値の４０％以内）
とすることできた。
�２ キャンバー管理の工夫
キャンバー管理には以下の工夫を実施した。
①A１～P３の高力ボルト本締めを先行し、ベン
ト設備を解放しても P３～A２のキャンバーに
大きく影響しないことを立体骨組解析により検
証した。
② P４～A２のベント不足に対しては、まず、ベ
ント設備を可能な限り支間部に設置できるよう
にヤードを改造し、P４直近のジョイント仕口
を可能な限り上向きに調整した。
キャンバー出来形の結果としては、全体として
十分に規格値を満足することができた。P４～A
２径間は想定した通り下がり傾向となったが、社
内管理値±４１mmに対して―３４mmに収めること
ができた。

４．おわりに

紀北西道路は、本工事を含む根来岩出 ICまで
が平成２７年和歌山国体に合わせて２０１５年９月に無
事供用が開始された。
本工事は、本稿記載の施工上の工夫などが高く
評価され、事務所長表彰をいただくことができた。
最後に、国土交通省の担当者をはじめとする関
係者各位に、この場を借りて感謝の言葉を述べさ
せていただきます。

図―２ 架設計画側面図

図―３ 通り視準用定規
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